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保
阪
氏
は
高
名
な
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
作
家
で
あ
り
、
昭
和
史
の
第

一
人
者
と
さ
れ
る
。「
陸
軍
の
研
究
」

や
「
あ
の
戦
争
は
な
ん
だ
っ
た
か
」

を
知
る
た
め
に
三
千
人
に
取
材
し

た
話
は
有
名
。 

 

著
作
に
は
「
昭
和
陸
軍
の
研
究

(

上
・
下)

」
、
「
吉
田
茂
と
い
う
逆

説
」
、
「
昭
和
天
皇
（
上
・
下
）
」

な
ど
数
々
が
あ
り
、
最
近
で
は
五
月

に
自
伝
的
作
品
「
風
来
記
～
わ
が
昭

和
史
（
一
）
青
春
の
巻
」
を
平
凡
社

か
ら
出
版
さ
れ
た
。 

 

今
回
は
、
七
月
二
十
三
日
の
参
議

院
議
員
選
挙
の
結
果
を
踏
ま
え
、
そ

の
問
題
点
を
探
り
な
が
ら
戦
後
日

本
の
民
主
主
義
の
根
幹
に
つ
い
て

も
論
じ
て
い
た
だ
く
予
定
。
ど
う 

ぞ
奮
っ
て
ご
参
会
く
だ
さ
い
。 

四
月
全
体
例
会
開
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
年
次
総
会
と
講
演
会 

 

四
月
十
四
日
、
国
際
文
化
会
館
に

て
平
成
二
十
五
年
度
最
初
の
全
体

例
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

第
一
部
の
年
次
会
員
総
会
で
は
、

平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
報
告
と

会
計
報
告
お
よ
び
平
成
二
十
五
年

度
の
事
業
計
画
、
収
支
計
画
、
役
員

の
重
任
な
ど
の
発
表
と
審
議
が
行

わ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。 

 

続
く
第
二
部
で
は
、
「
米
国
流
ア

ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
盲
点
～
『
法
』
に

目
覚
め
る
と
『
真
』
に
元
気
に
な

る
！
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
上
村

達
男
氏
（
早
稲
田
大
学
教
授
）
の
講

演
会
が
行
わ
れ
た
。
タ
イ
ム
リ
ー
で

興
味
深
い
講
演
に
、
活
発
な
質
問
や

意
見
が
終
了
時
間
ま
で
続
い
た
。 

 
 

（
詳
細
は
二
・
三
頁
、
別
刷
） 

グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会 

新
テ
ー
マ
で
八
月
よ
り
再
開
！ 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会

は
し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
八
月
下
旬
よ
り
再
開
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
部
会
は
、
長

ら
く
「
現
未
来
部
会
」
と
称
し
て
、

歴
史
部
会
に
対
し
て
現
代
と
未
来

を
語
ろ
う
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ

た
の
が
、
十
周
年
記
念
の
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
開
催
を
契
機
に
、
そ
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
世
界
の
中
の
日
本

を
考
え
る
」
を
踏
襲
す
る
形
で
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会
と
衣

替
え
し
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。 

 

今
回
は
「
世
界
に
通
用
す
る
新
し

い
日
本
像
を
求
め
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
半
年
く
ら
い
の
シ
リ
ー
ズ
形
式

で
す
す
め
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
詳
細
は
三
頁
） 

今
夏
も
開
催 

「納
涼
と
映
画
鑑
賞
の
会
」案
内 

 

昨
年
に
続
き
、
七
月
四
・
五
日
（
一

泊
二
日
）
、
奥
多
摩
園
で
開
催
す
る
。 

 
主
催
は
、
実
記
を
読
む
会
（
実
施

担
当
橋
本
吉
信
）
、
共
催
、
歴
史
部

会
、
英
訳
実
記
を
読
む
会
。
参
加
費

一
万
円
。 

◇
映
画
鑑
賞 

①
「
会
議
は
踊
る
」1931

年
独
作
品

②
「
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
・
世
紀
の

恋
」2009

年
英
米
合
作 

③
「
英
国
王
の
ス
ピ
ー
チ
」2010
年 

英
国
作
品 

 

映
画
鑑
賞
後
に
懇
親
会
を
予
定
、

新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
庭
園
、
渓
流
、

清
流
ノ
滝
散
策
も
楽
し
め
る
。 

 

第７１号 

発行 
特定非営利活動法人 

米欧亜回覧の会 

編集委員会 

 

周
知
の
通
り
、
幕
末
か
ら
明
治

初
年
に
か
け
て
西
洋
文
明
を
つ
ぶ

さ
に
見
て
歩
き
、
本
質
ま
で
洞
察

し
た
人
物
が
二
人
い
た
。
福
澤
諭

吉
と
久
米
邦
武
で
あ
る
。
が
、
こ

の
二
人
は
色
々
な
面
で
対
照
的

だ
っ
た
。 

 

福
澤
は
小
藩
の
下
級
武
士
の
出

身
で
早
く
し
て
父
を
失
い
貧
窮
の

中
で
苦
労
し
て
育
っ
た
。
「
封
建

制
は
親
の
仇
で
ご
ざ
る
」
と
の
念

が
強
く
理
不
尽
な
身
分
制
へ
の
反

撥
は
強
烈
だ
っ
た
。
そ

こ
で
新
し
い
学
問
で
あ

る
蘭
学
・
英
学
を
志
し

て
活
路
を
見
出
し
、
果

敢
に
海
外
渡
航
の
機
会

を
掴
ん
で
い
く
。
そ
こ

に
は
ヤ
ン
チ
ャ
で
抜
け

目
な
く
、
し
た
た
か
で

タ
フ
な
福
澤
が
い
た
。 

 

一
方
、
久
米
は
佐
賀

と
い
う
大
藩
の
高
官
を

父
に
も
ち
、
英
明
の
藩

主
鍋
島
直
正
の
秘
書
役

を
務
め
た
エ
リ
ー
ト

だ
っ
た
。
封
建
の
恩
典

に
た
っ
ぷ
り
浴
し
て
い
る
上
級
武

士
で
あ
り
、
漢
学
に
精
通
す
る
真

面
目
な
儒
教
の
徒
だ
っ
た
。
そ
し

て
主
君
の
恩
顧
に
よ
り
棚
ぼ
た
式

に
海
外
渡
航
の
好
運
を
得
る
の

だ
。 

 

福
澤
は
、
ア
メ
リ
カ
を
見
て
実

力
主
義
で
自
由
な
国
柄
に
心
酔

し
、
欧
州
諸
国
を
み
て
豊
か
で
財

を
重
ん
じ
る
西
洋
文
明
に
傾
倒
し

た
。
そ
し
て
こ
う
言
い
放
つ
「
西

洋
文
明
を
目
的
と
す
べ
し
、
利
益

を
追
求
す
べ
し
」
と
。
か
た
や
、

久
米
は
東
西
の
文
明
を
む
し
ろ
冷

静
に
比
較
考
量
し
た
。
そ
し
て
こ

う
分
析
す
る
「
西
洋
は
利
欲
を
と

こ
と
ん
追
求
す
る
。
西
洋
の
政
治

は
利
益
保
護
を
目
的
と
す
る
」

と
。
そ
し
て
東
洋(

中
国
と
日
本

の
意)

を
「
道
義
国
家
」
と
し
、

米
欧
諸
国
を
「
町
人
国
家
」
と
呼

ん
だ
。
し
か
し
、
久
米
は
開
明
君

主
と
父
の
影
響
で
技
術
と
経
済
の

重
要
性
を
よ
く
認
識
し
て
お
り
、

内
に
儒
教
的
道
義
を
堅

持
し
な
が
ら
、
技
術
や

経
済
は
積
極
的
に
摂
取

す
べ
き
だ
と
考
え
た
。 

 

福
澤
は
目
標
と
す
べ

き
「
文
明
」
を
光
か
が

や
く
も
の
と
み
、
「
文

明
と
は
衣
食
を
豊
か
に

し
、
人
品
を
高
尚
に
す

る
こ
と
な
り
」
と
い
っ

た
。
一
方
、
久
米
は

「
政
治
の
務
る
は
、
国

中
の
人
民
、
み
な
生
業

に
勉
励
し
、
自
主
を
遂

げ
、
交
際
に
礼
あ
り
、

信
あ
り
て
、
百
需
の
利
を
開
き
、

外
は
国
威
を
屈
せ
ず
、
内
は
国
安

を
保
し
、
太
平
の
域
に
進
む
こ
と

こ
そ
務
べ
き
本
領
な
り
」
と
い
っ

て
い
る
。 

 

こ
の
二
人
の
言
葉
は
日
本
近
代

化
の
始
点
に
お
け
る
政
治
の
目
標

を
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
違
え
明
快
に
示

し
て
い
る
。
百
四
十
年
後
の
今

日
、
も
う
一
度
よ
く
噛
み
し
め
て

み
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。 

  

七
月
二
十
五
日
（木
）、
保
阪
正
康
氏
講
演 

 
 

「国
政
選
挙
の
理
想
と
現
実
」、
参
院
選
を
終
え
て 

 

福沢諭吉と久米邦武   

泉 三郎 

全体例会（4月14日国際文化会館） 
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平
成
二
十
五
年
度
最
初
の
全
体

例
会
は
、
四
月
十
四
日
（
日
）
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
国
際
文
化
会

館
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
の
年
度
替
り

の
総
会
を
兼
ね
る
た
め
、
平
成
二

十
四
年
度
の
事
業
報
告
と
会
計
報

告
お
よ
び
平
成
二
十
五
年
度
の
事

業
計
画
、
収
支
計
画
、
役
員
の
重

任
な
ど
の
発
表
と
審
議
が
行
わ
れ

た
。 

【
第
一
部
】
年
次
会
員
総
会 

 

総
会
に
先
立
ち
出
席
者
の
確
認

が
行
わ
れ
た
。
正
会
員
数
百
二
十

名
、
出
席
者
九
十
一
名(

う
ち
書
面

表
決
者
五
十
八
名)

と
な
り
、
正
会

員
の
半
数
以
上
の
出
席
を
得
て
総

会
は
有
効
に
成
立
し
た
。 

 

ま
ず
、
議
長
に
泉
三
郎
理
事
長

を
選
出
、
議
事
に
入
っ
た
。
議
題

及
び
審
議
の
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。 

議
題 

①
理
事
長
の
挨
拶
と
二
十
五
年
度

の
会
の
方
針
に
つ
い
て 

②
楠
木
監
事
よ
り
書
面
に
よ
る
二

十
四
年
度
の
会
計
監
査
報
告 

③
平
成
二
十
四
年
度
の
事
業
報
告

な
ら
び
に
決
算
承
認
に
つ
い
て 

④
平
成
二
十
五
年
度
の
事
業
計
画

な
ら
び
に
収
支
予
算
に
つ
い
て  

⑤
役
員
重
任
に
つ
い
て 

■
参
照
資
料
の
配
布 

 

平
成
二
十
四
年
度
（
二
〇
一
二

年
度
）
活
動
報
告
お
よ
び
会
計
収

支
計
算
書 

(
平
成
二
十
四
年
四
月

～
平
成
二
十
五
年
三
月)

、
「
米
欧

亜
回
覧
の
会
」
平
成
二
十
五
年
度

(

二
〇
一
三
年
度)

事
業
計
画
書
お

よ
び
会
計
収
支
予
算
書 

(
平
成
二

十
五
年
四
月
～
平
成
二
十
六
年
三

月
）
等
の
資
料
が
出
席
者
に
配
布

さ
れ
た
。 

 
 
 
(

参
照
資
料
詳
細
は
別
紙
） 

■
審
議
内
容 

①
会
の
設
立
十
五
周
年
と
な
る
昨

年
度
は
岩
倉
使
節
団
の
百
四
十
周

年
に
も
あ
た
り
、
一
昨
年
度
よ
り

取
り
組
ん
で
き
た
「
十
五
周
年
記

念
小
論
集
」
も
会
員
各
位
の
ご
協

力
と
山
田
、
小
野
、
中
山
各
氏
を

は
じ
め
小
論
集
編
集
委
員
会
メ
ン

バ
ー
の
ご
尽
力
に
よ
り
に
よ
り
昨

年
八
月
に
発
刊
す
る
事
が
出
来
、

記
念
す
べ
き
一
頁
と
な
っ
た
。
会

か
ら
小
論
集
を
贈
呈
し
た
識
者
か

ら
は
、
「
大
変
立
派
な
研
究
成
果

で
、
さ
ら
に
会
と
し
て
研
究
活
動

を
深
め
て
欲
し
い
」
と
の
多
く
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
今
後

の
有
志
の
集
ま
り
の
中
で
方
向
性

を
検
討
し
た
い
、
ま
た
新
人
の
加

入
で
活
性
化
し
つ
つ
あ
る
各
部
会

の
活
動
に
加
え
て
、
会
員
各
位
の

さ
ら
に
積
極
的
な
参
画
を
お
願
い

し
た
い
。 

②
二
十
四
年
度
の
事
業
な
ら
び
に

会
計
報
告
に
つ
き
適
正
で
あ
る
と

の
監
事
報
告
が
書
面
で
提
出
さ

れ
、
事
務
局
長
が
代
読
し
た
。 

③
資
料
に
よ
り
詳
細
説
明
、
審
議

の
結
果
承
認
さ
れ
た
。 

④
資
料
と
各
部
会
の
幹
事
か
ら
の

詳
細
説
明
、
審
議
の
結
果
承
認
さ

れ
た
。 

⑤
重
任
理
事(
四
名):

泉
三
郎
、
塚

本
弘
、
近
藤
義
彦
、
石
垣
禎
信
と

重
任
監
事(

一
名)

:
楠
木
孝
雄
が
そ

れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
石
垣 

禎
信 

【第
二
部
】講
演
会 

 

講
師
：
早
稲
田
大
学
教
授 
上
村

達
男
氏 

■
テ
ー
マ 

「
米
国
流
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
盲

点
」
～
「
法
」
に
目
覚
め
る
と

「
真
」
に
元
気
に
な
る
！
～ 

 

昨
年
十
二
月
に
誕
生
し
た
自
民

党
安
倍
政
権
の
順
調
な
政
権
運

営
、
特
に
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
と
呼

ば
れ
る
脱
デ
フ
レ
と
日
本
再
生
戦

略
が
機
能
し
始
め
た
と
見
え
る
昨

今
、
当
会
で
も
何
回
か
ご
指
導
を

い
た
だ
い
て
い
る
上
村
教
授
を
迎

え
、
上
記
テ
ー
マ
で
講
演
会
が
行

わ
れ
た
。
誠
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
企

画
で
、
上
村
教
授
か
ら
の
興
味
深

い
講
演
に
、
会
場
か
ら
も
活
発
な

質
問
や
意
見
が
続
き
、
年
次
総
会

に
相
応
し
い
知
的
か
つ
創
造
的
な

講
演
会
と
な
っ
た
。 

■
発
表
要
旨 

 

上
村
教
授
に
は
二
〇
一
〇
年
九

月
に
、
「
日
本
文
化
の
精
髄
『
比

較
法
』
か
ら
の
発
信
～
グ
ロ
ー
バ

ル
な
金
融
危
機
に
も
の
申
す
～
」 

と
題
し
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研

究
会
で
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。 

 

「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
の

世
界
金
融
危
機
の
最
中
、
日
本
は

も
っ
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
べ
き
、
且
つ
で
き
る
」
と
云
う

内
容
で
、
大
変
元
気
を
い
た
だ
い

た
印
象
深
い
ご
講
演
で
あ
っ
た
。 

 

今
回
は
そ
の
実
践
編
と
も
言
う

べ
き
内
容
で
、
今
話
題
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
真
に
機
能
さ
せ
、
日
本

が
元
気
に
な
る
た
め
に
は
、
日
本

の
政
治
家
、
官
僚
、
そ
し
て
国
民

が
「
法
」
に
目
覚
め
な
け
れ
な
な

ら
な
い
と
云
う
の
が
上
村
教
授
の

主
張
で
あ
る
。 

 
昨
年
末
の
自
民
党
安
倍
政
権
発

足
以
来
、
い
わ
ゆ
る
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
が
比
較
的
順
調
に
動
き
出

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ

れ
は
日
本
中
（
あ
る
い
は
世
界

中
？
）
が
「
空
気
を
読
ん
で
る
」

状
況
に
す
ぎ
な
い
。
数
々
の
日
本

を
再
生
さ
せ
る
た
め
の
金
融
政

策
、
財
政
政
策
、
経
済
政
策
が
発

表
さ
れ
、
実
施
に
移
さ
れ
つ
つ
あ

る
が
、
米
国
流
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

盲
点
は
、
民
主
主
義
市
場
経
済
を

運
営
し
う
る
法
的
条
件
が
欠
如
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
明
治
以
来

の

近

代

化

の

中

で

富

国

強

「
兵
」
、
富
国
強
「
財
」
、
と
日

本
は
追
い
付
き
、
追
い
越
せ
と
頑

張
っ
て
き
た
が
、
最
後
の
大
き
な

壁
は
西
洋
の
「
法
」
で
あ
っ
た
。

欧

米

の

神

髄

と

も

言
う

べ

き

「
法
」
の
克
服
は
容
易
で
は
な

い
。 

 

例
え
ば
「
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
聞

け
ば
、
一
般
の
日
本
人
に
は
儲
け

る
事
が
当
た
り
前
の
よ
う
な
存
在

と
考
え
る
が
、
実
は
西
洋
の
常
識

で
は
「
非
営
利
が
当
た
り
前
、
営

利
の
会
社
も
あ
る
」
と
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
株
式
会
社
と
し
て
公
開

さ
れ
た
時
は
、
市
民
に
共
有
さ
れ

る
存
在
と
し
て
営
利
を
追
求
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
な
る
。
株
式

会
社
に
対
す
る
、
「
支
配
と
責
任

ｖ
ｓ
投
資
」
に
つ
い
て
も
直
近
の

サ
ー
ベ
ラ
ス
ｖ
ｓ
西
武
鉄
道
の
例

の
よ
う
な
、
「
投
資
を
越
え
た
株

主
の
責
任
は
ど
こ
ま
で
か
」
を
巡

る
常
識
の
不
一
致
が
数
多
く
存
在

す
る
。 

 

日
本
の
近
代
化
と
「
法
」
に
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
年
次
総
会
に
続
き
、
講
演
会 

 

「米
国
流
ア
ベ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
の
盲
点
」 

 
 

～
「法
」
に
目
覚
め
る
と
「真
」に
元
気
に
な
る
！ 

第６７回 

全体例会 

泉理事長 

石垣事務局長 
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 い
て
は
、
明
治
以
降
の
法
典
の
編

纂
の
時
代
（
市
民
法
の
確
立
と
司

法
制
度
、
検
察
制
度
）
と
、
経
済

の
民
主
化
、
証
券
民
主
化
・
・
・

と
云
っ
た
戦
後
改
革
の
時
代
を
経

て
き
た
が
、
今
の
日
本
の
挑
戦
は

「
バ
ブ
ル
と
戦
う
法
の
確
立
」
に

あ
る
。
実
は
、
戦
後
も
証
券
市
場

と
一
体
の
株
式
会
社
制
度
運
用
は

失
敗
の
連
続
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

バ
ブ
ル
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。 

 

バ
ブ
ル
の
怖
さ
と
は
、
企
業
・

金
融
機
関
の
破
た
ん
、
失
業
、
社

会
不
安
、
犯
罪
、
さ
ら
に
は
戦
争

に
ま
で
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、

「
生
き
馬
の
目
を
抜
く
世
界
」
の

法
の
あ
り
方
を
問
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
「
時
々
刻
々
の

ル
ー
ル
メ
イ
ク
」
と
「
時
々
刻
々

の
法
執
行
」
が
不
可
欠
と
な
る
。 

 

こ
の
「
持
続
可
能
な
市
場
対
応

型
法
制
度
」
の
確
立
な
し
に
は
何

事
も
成
功
し
な
い
。
つ
ま
り
高
性

能
な
ア
ク
セ
ル
の
横
に
は
高
性
能

な
ブ
レ
ー
キ
が
不
可
欠
で
あ
り
、

日
本
再
生
の
た
め
思
い
っ
き
り
ア

ク
セ
ル
を
踏
む
必
要
の
あ
る
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
に
は
、
こ
の
「
法
」
へ

の
挑
戦
が
待
っ
て
い
る
。 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
代
表
さ
れ
る

今
の
世
論
形
成
の
中
心
は
経
済
学

者
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
「
経
済
と

法
」
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
ア
メ
リ
カ
的
自
由
は

最
大
に
見
え
る
が
、
同
時
に
ア
メ

リ
カ
に
は
特
徴
的
で
厳
格
な
法
制

度
が
あ
る
。
例
え
ば
密
告
報
酬
制

度
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
三
倍
の
賠
償
を
請

求
で
き
る
民
事
制
裁
、
司
法
取

引
、
お
と
り
、
盗
聴
、
等
々
。
ア

メ
リ
カ
の
議
論
を
法
的
条
件
が
欠

落
し
た
日
本
で
声
高
に
主
張
す
れ

ば
必
ず
間
違
え
る
事
と
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
復
活
し
た
経
済
学
者
の

「
法
の
無
知
」
は
致
命
的
で
あ

る
。 

 

ア
ク
セ
ル
と
機
能
強
化
、
規
制

緩
和
し
か
関
心
が
無
い
た
め
、

せ
っ
か
く
の
良
い
ア
イ
デ
ア
や
施

策
も
不
正
ま
み
れ
に
な
っ
て
挫
折

す
る
。
経
済
の
破
綻
が
呼
ぶ
更
な

る
規
制
緩
和
（
病
人
対
策
の
オ
ン

パ
レ
ー
ド
）
と
制
度
の
内
外
落
差

が
も
た
ら
す
日
本
の
富
と
公
益
の

一
方
的
な
流
出
が
最
大
の
リ
ス
ク

で
あ
る
。 

 

本
来
「
法
」
は
明
治
維
新
以

来
、
国
を
挙
げ
て
の
努
力
の
結

果
、
日
本
の
得
意
分
野
で
あ
る
。

日
本
人
は
、
日
本
文
化
の
精
髄
で

あ
る
「
比
較
法
」
で
証
明
で
き
る

外
国
法
を
真
摯
に
学
ぶ
稀
な
民
族

で
あ
る
。
今
も
ア
ジ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
世
界
か
ら
国
と
し

て
の
こ
の
能
力
を
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
。
西
洋
法
へ
の
批
判
力
・

評
価
力
を
持
ち
う
る
唯
一
の
非
西

洋
国
家
と
し
て
こ
の
機
会
に
「
日

本
と
日
本
人
の
対
外
交
渉
力
を
著

し
く
高
め
う
る
日
本
法
の
比
較
法

力
」
を
徹
底
的
に
活
用
す
べ
き
で

あ
る
。 

 
 ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
功
は
、
規
律
面
の

改
革
と
の
同
時
進
行
を
行
っ
た
場
合

の
み 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
石
垣 

禎
信 

 
 
 
 
 

（
写
真
）
近
藤 

義
彦 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会 

新
趣
向
、
新
テ
ー
マ
で
、 

八
月
よ
り
再
開
！ 

 

今
回
は
、
世
界
が
い
ろ
い
ろ
の

意
味
で
、
新
し
い
局
面
を
迎
え
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
「
世
界
に
通
用

す
る
新
し
い
日
本
像
を
求
め
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
会
員
お
よ
び
会
員

推
薦
の
論
者
が
発
表
を
行
い
、
そ

れ
を
素
材
に
大
い
に
議
論
す
る
会

に
し
た
い
。 

 

第

一

回

は

八

月

二

十

四

日

（
土
）
、
泉
三
郎
氏
が
「
問
題
提

議
」
と
「
一
提
言
」
を
行
う
。 

 

な
お
、
当
研
究
会
の
こ
れ
ま
で

の
外
部
講
師
に
よ
る
発
表
を
列
記

し
参
考
に
供
し
ま
す
。 

＊
服
部
英
二
氏
（
麗
澤
大
学
客
員

教
授
、
元
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
特

別
参
与
） 

「
激
動
す
る
世
界
と
日
本
文
化
」 

＊
上
村
達
男
氏
〔
早
稲
田
大
学
法

学
部
教
授
〕 

「
日
本
文
化
の
精
髄
「
比
較
法
」

か
ら
の
発
信
」
。 

＊
鬼
頭
宏
氏
（
上
智
大
学
経
済
学

部
教
授
） 

「
二
十
一
世
紀
に
活
か
す
ー
文
明

と
し
て
の
江
戸
シ
ス
テ
ム
」 

＊
北
沢
宏
一
氏
（
科
学
技
術
振
興

機
構
理
事
長
） 

「
技
術
は
日
本
を
救
う
～
『
第
四

の
価
値
』
を
目
指
し
て
」 

＊
近
藤
誠
一
氏
（
文
化
庁
長
官
） 

「
今
こ
そ
日
本
の
文
化
力
を
世
界

に
発
信
し
よ
う
！
」 

＊
中
村
敦
夫
氏
（
俳
優
、
元
参
議

院
議
員
・
さ
き
が
け
代
表
） 

「
簡
素
な
る
国
へ
、
政
治
を
ど
う

変
え
る
か
」  

  

今
回
は
、
久
々
の
国
内
歴
史
ツ

ア
ー
で
あ
る
。
会
員
の
井
出
亜
夫

さ
ん
の
発
案
・
企
画
で
、
参
加
者

十
六
名
を
得
て
、
去
る
五
月
十

五
、
十
六
日
の
一
泊
二
日
間
で
催

行
さ
れ
た
。
各
地
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

新
幹
線
長
野
駅
に
集
合
し
て
、
昼

食
を
一
緒
に
と
っ
た
後
、
今
回
の

旅
の
目
玉
の
一
つ
で
あ
る
松
代
の

佐
久
間
象
山
関
連
の
史
跡
め
ぐ
り

か
ら
始
ま
っ
た
。
案
内
人
は
、
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
佐
久
間
さ

ん
。
象
山
の
こ
と
な
ら
何
で
も
、

（
漢
詩
ま
で
も
）
諳
ん
じ
て
い
る

方
で
、
最
適
任
者
で
あ
っ
た
。
松

代
生
ま
れ
の
象
山
（
地
元
で
は
、

ぞ
う
ざ
ん
と
読
む
）
は
、
幕
府
海

防
係
の
藩
主
・
真
田
幸
貫
に
、
海

防
八
策
を
上
書
、
そ
れ
が
も
と

で
、
黒
船
打
ち
払
い
令
の
撤
廃
が

実
現
す
る
。
江
戸
で
、
象
山
塾
を

開
き
、
吉
田
松
陰
、
高
杉
晋
作
、

武
田
斐
三
郎
、
小
林
虎
三
郎
、
河

井
継
之
助
、
勝
海
舟
、
坂
本
龍

馬
、
橋
本
左
内
、
山
本
覚
馬
、
加

藤
弘
之
な
ど
幕
末
の
志
士
多
数
が

入
門
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
。

象
山
神
社
、
墓
の
あ
る
蓮
乗
寺
、

象
山
記
念
館
と
文
武
学
校
（
一
八

五
五
開
校
）
を
見
学
す
る
。
象
山

の
意
見
で
建
設
さ
れ
た
文
武
学
校

は
、
蘭
学
な
ど
文
学
所
（
漢
方
、

西
洋
医
学
）
と
、
剣
術
、
柔
術
、

弓
道
、
槍
術
な
ど
文
武
総
合
学
校

で
、
い
く
つ
も
の
畳
敷
の
教
室
を

持
ち
、
広
々
と
開
け
放
し
て
気
持

よ
く
、
緑
の
涼
風
を
し
ば
し
楽
し

み
つ
つ
見
学
し
た
。
こ
の
地
に
、

終
戦
間
際
に
、
大
本
営
本
部
を
移

設
す
る
計
画
が
あ
っ
た
と
は
驚
き

で
あ
る
。
岩
盤
の
ト
ー
チ
カ
で
守

ろ
う
と
し
た
。 

 

次
は
、
一
路
、
上
信
越
道
で
小

諸
懐
古
園
に
向
か
う
。
小
諸
城
址

は
、
広
大
な
敷
地
内
に
、
藤
村
記

念
館
，
徴
古
館
、
小
諸
義
塾
記
念

館
、
小
山
敬
三
美
術
館
な
ど
が
散

在
し
、
夫
々
に
自
由
散
策
し
て
新

緑
を
満
喫
し
、
夕
刻
、
藤
村
ゆ
か

り
の
中
棚
荘
に
投
宿
す
る
。
リ
ン

ゴ
の
湯
や
露
天
風
呂
で
暑
か
っ
た

一
日
の
汗
を
ぬ
ぐ
っ
た
あ
と
、
夕

食
の
宴
会
と
な
り
、
お
互
い
に
自

己
紹
介
や
近
況
を
語
り
合
い
、 

講演会講師の上村達男氏 

松
代
、
佐
久
、
小
諸
を
巡
る 

 

信
州
歴
史
ツ
ア
ー
の
記  
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 終
わ
る
と
藤
村
の
間
に
、
再
び
集

ま
っ
て
、
夜
の
ふ
け
る
の
を
忘
れ

て
、
幕
末
の
志
士
に
な
っ
た
よ
う

な
気
分
で
、
歴
史
や
政
治
を
語
っ

た
。 

 

翌
朝
は
、
風
呂
へ
入
っ
た
り
、

う
さ
ぎ
や
羊
や
鴨
や
鶏
が
い
る
広

い
庭
を
散
歩
し
た
り
、
千
曲
川
ま

で
歩
い
た
り
、
水
明
館
を
訪
れ
て

藤
村
の
気
分
に
浸
っ
た
り
し
て
、

思
い
思
い
に
朝
食
前
の
一
時
を
過

ご
し
、
名
物
の
麦
と
ろ
ろ
朝
食
を

と
っ
て
宿
を
後
に
し
て
、
こ
の
日

か
ら
加
わ
っ
た
山
田
さ
ん
の
待

つ
、
旧
中
込
学
校
へ
向
か
う
。 

 

樹
齢
百
年
を
超
す
大
藤
の
満
開

の
花
に
迎
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る

も
っ
と
も
古
い
擬
洋
風
学
校
の
一

つ
で
、
明
治
八
年
に
、
佐
久
市
の

村
民
の
寄
付
で
建
設
さ
れ
た
。
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
窓
と
オ
ル
ガ
ン

の
あ
る
教
室
、
建
物
の
上
に
、
八

角
楼
が
あ
り
、
太
鼓
を
鳴
ら
し

て
、
時
を
告
げ
た
。
次
に
、
龍
岡

城
の
五
稜
郭
を
見
る
。
今
は
小
学

校
に
な
っ
て
い
る
が
、
函
館
の
五

稜
郭
と
同
じ
武
田
斐
三
郎
の
設
計

に
よ
る
。 

 

こ
の
あ
と
割
烹
「
花
月
」
で
名

物
の
佐
久
鯉
の
料
理
を
楽
し
み
、

今
回
の
旅
行
の
も
う
一
つ
の
目
玉

で
あ
る
、
井
出
さ
ん
の
実
家
で
も

あ
る
橘
倉
酒
造
を
訪
ね
る
。
マ
ロ

ニ
エ
の
花
と
、
庭
の
ボ
タ
ン
と
、

よ
く
冷
え
た
甘
酒
に
迎
え
ら
れ

る
。
元
禄
九
年
の
創
業
の
老
舗

で
、
代
々
の
戸
主
と
交
友
の
あ
っ

た
有
名
人
の
遺
墨
が
数
多
く
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
い
く

つ
か
を
展
示
し
て
見
せ
て
頂
い

た
。
佐
久
間
象
山
、
勝
海
舟
、
大

久
保
利
通
、
三
条
実
美
、
副
島
種

臣
、
松
方
正
義
、
斉
藤
実
、
伊
東

巳
代
治
、
浜
口
雄
幸
、
犬
養
毅
、

安
部
磯
雄
、
田
中
正
造
、
松
村
謙

三
、
木
戸
孝
允
、
伊
藤
博
文
な

ど
，
垂
涎
の
遺
芳
の
数
々
を
心
行

く
ま
で
鑑
賞
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
近
代
の
酒
造
り
の
映
写
、
酒

蔵
見
物
、
日
本
酒
の
試
飲
な
ど
を

楽
し
み
、
惜
し
み
つ
つ
、
井
出
家

を
後
に
し
て
、
新
幹
線
佐
久
平
駅

に
て
一
同
解
散
し
て
旅
を
終
え

た
。
井
出
さ
ん
の
名
企
画
と
、
ご

一
家
を
挙
げ
て
の
お
も
て
な
し
に

感
謝
し
た
い
。 

  

象
山
を
め
ぐ
る
信
濃
の
薄
暑
か
な 

 

初
夏
の
風
巨
樟
そ
よ
が
せ
懐
古
園 

 

新
緑
の
山
峡
の
宿
り
ん
ご
の
湯 

 
 

マ
ロ
ニ
エ
の
花
く
れ
な
い
に
遺
墨 

 

展 

 

甘
酒
や
信
濃
の
旅
の
も
て
な
し
に 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
野 

博
正 

【
吹
田
尚
一
氏
三

回
連
続
講
演
】 

①
日
本
近
現
代
史

の
新
視
点
―
大
東

亜
戦
争
を
事
例
と

し
て 

 

三
月
十
七
日
、

参
加
者
十
七
名
。 

 

多
角
的
分
野
で

ご
活
躍
の
吹
田
氏

は
、
大
東
亜
戦
争

の
正
し
い
総
括
を

し
な
い
と
死
ん
で

も
死
に
き
れ
な
い
と
の
熱
意
で
、

本
講
演
に
臨
ま
れ
た
。 

 

第
一
回
は
、
ま
ず
歴
史
の
考
察

か
ら
始
ま
り
、
時
代
が
人
物
を
作

り
、
人
物
が
ま
た
時
代
を
作
る
。

学
者
の
考
証
や
因
果
関
係
重
視

と
、
文
学
者
の
人
間
中
心
の
記
述

の
両
者
の
係
り
に
こ
そ
歴
史
が
あ

る
。
歴
史
の
み
が
人
間
と
社
会
を

語
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
く
。
と

か
く
、
日
本
の
歴
史
家
は
、
西
洋

を
尺
度
に
語
り
た
が
り
、
価
値
判

断
を
下
す
が
、
歴
史
は
一
回
限
り

の
事
象
の
連
続
で
、
同
じ
事
象
が

将
来
起
こ
る
こ
と
は
な
い
。
近
現

代
史
の
分
析
に
は
、
基
軸
に
「
国

家
的
利
益
」
を
置
く
と
良
い
。
国

家
と
は
そ
の
存
在
が
最
高
目
的
で

あ
り
、
明
治
時
代
は
こ
の
国
家
的

利
益
追
求
で
一
貫
し
て
い
た
。
大

正
は
国
家
的
利
益
と
国
家
理
性
が

動
揺
し
、
一
つ
に
収
斂
で
き
な

か
っ
た
。
昭
和
は
国
家
理
由
が
優

勢
と
な
り
、
国
家
理
性
を
圧
倒
し

た
時
代
と
も
言
え
よ
う
。 

 

そ
こ
で
、
日
本
近
現
代
史
を
分
析

す
る
た
め
の
新
視
点
と
は
、
①
ま

ず
、
日
本
の
近
現
代
を
発
展
さ
せ

た
「
動
勢
」(

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・

フ
ォ
ー
ス)

を
素
直
に
、
積
極
的
に

評
価
し
、
世
界
史
に
与
え
た
影
響

と
意
味
を
評
価
し
な
お
す
。
日
本

の
近
現
代
史
を
、
侵
略
的
帝
国
主

義
と
か
、
逆
に
膨
張
主
義
賛
美
論

の
二
元
論
で
は
な
く
、
第
三
の
史

観
で
み
る
こ
と
で
あ
る
。
②
日
本

の
置
か
れ
た
位
置
を
世
界
政
治
・

国
際
関
係
の
中
で
、
ど
う
振
る

舞
っ
た
か
に
注
目
す
る
。
（
日
本

の
大
陸
進
出
は
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国

主
義
の
ア
ジ
ア
進
出
に
抗
す
る
も

の
と
の
視
点
）
③
世
界
政
治
を
見

る
と
き
、
「
力
の
政
治
」
「
力
の

均
衡
」
の
視
点
で
は
、
第
一
次
世

界
大
戦
以
降
、
日
本
の
台
頭
を
こ

れ
以
上
は
許
さ
な
い
と
い
う
西
欧

列
強
と
、
そ
れ
に
独
り
立
ち
、
独

り
闘
い
、
圧
倒
的
な
相
手
の
前
に

膝
を
屈
し
た
日
本
と
い
う
構
図
が

あ
る
。
④
イ
ギ
リ
ス
に
代
わ
っ

て
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
日
本

の
台
頭
。
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま

り
と
大
恐
慌
と
列
強
の
保
護
貿
易

や
ブ
ロ
ッ
ク
化
。
民
族
主
義
の
隆

盛
、
共
産
主
義
政
権
の
登
場
な
ど

の
、
「
時
代
」
に
つ
い
て
の
認

識
。
⑤
日
本
近
代
は
西
欧
の
追
従

者
と
な
っ
て
独
立
を
保
つ
こ
と

と
、
ア
ジ
ア
解
放
の
同
志
に
な
る

こ
と
の
二
重
性
へ
の
考
察
。
⑥
西

洋
と
東
洋
、
文
明
と
非
文
明
。
脱

亜
入
欧
の
日
本
が
ア
ジ
ア
主
義
に

向
か
っ
た
背
景
。
⑦
結
局
、
ハ

ル
・
ノ
ー
ト
の
提
示
に
よ
り
開
戦

に
至
っ
た
が
、
西
太
平
洋
で
の
日

本
の
覇
権
を
許
さ
な
い
米
国
と
武

士
道
の
高
い
独
立
心
と
矜
持
の
伝

統
の
日
本
と
の
隔
た
り
が
、
ま
さ

か
の
戦
争
を
生
ん
だ
。
⑧
戦
争
遂

行
は
否
定
さ
る
べ
き
だ
が
、
そ
の

結
果
生
ま
れ
た
諸
国
の
植
民
地
か

ら
の
解
放
と
通
商
の
自
由
の
確
立

で
、
日
本
が
戦
後
経
済
大
国
に
昇

り
つ
め
た
、
そ
の
結
果
も
含
め
て

近
現
代
史
を
見
直
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。  

②
問
わ
れ
た
日
本
の
対
外
発
展
の

あ
り
方
―
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期

の
時
代
（
第
一
次
世
界
大
戦
～
満
州

国
建
国
ま
で
）  

 

四
月
二
十
一
日
、
参
加
者
十
六

名
。 

 

第
一
次
世
界
大
戦
は
、
世
界
が

イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
の
対
立
時
代

か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
対

立
時
代
に
入
っ
た
こ
と
。
イ
ギ
リ

ス
の
隆
盛
の
時
代
が
終
わ
り
、
ア

メ
リ
カ
が
世
界
の
政
治
の
主
役
に

登
場
し
た
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
が
、

特
に
ア
ジ
ア
の
新
秩
序
に
関
心
を

抱
き
、
ア
ジ
ア
の
変
動
の
中
心
が

遅
れ
て
来
た
中
国
に
あ
り
、
そ
の

正
面
に
あ
る
日
本
の
対
支
関
係
が

内
外
の
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
時

代
背
景
に
注
目
す
る
。 

 

欧
州
で
は
、
大
戦
の
惨
禍
の
反

省
か
ら
、
戦
争
回
避
の
機
運
が
起

こ
り
、
国
際
連
盟
、
パ
リ
非
戦
条

約
、
軍
縮
条
約
な
ど
、
多
層
的
な

平
和
・
協
調
路
線
を
歩
み
始
め
て

い
た
。
日
本
は
中
国
に
出
撃
し
、
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 山
東
半
島
、
南
洋
諸
島
を
占
拠
、

二
十
一
か
条
要
求
で
、
日
中
関
係

は
熱
く
な
っ
て
い
た
。
長
い
間
、

北
の
守
り
の
脅
威
で
あ
っ
た
ロ
シ

ア
と
日
露
協
調
で
、
逆
に
ア
メ
リ

カ
の
ア
ジ
ア
進
出
を
牽
制
し
、
日

英
同
盟
を
破
棄
し
て
、
世
界
の

パ
ー
ト
ナ
ー
を
失
う
。 

 

実
は
、
明
治
四
十
年
に
軍
部
策

定
の
『
国
防
方
針
』
で
は
、
仮
想

敵
国
を
、
ロ
シ
ア
に
次
い
で
、
ア

メ
リ
カ
を
挙
げ
て
い
た
の
だ
。
国

防
方
針
は
、
天
皇
の
認
可
は
得
た

が
、
首
相
に
は
回
覧
・
回
付
の
み

で
、
の
ち
の
統
帥
権
干
犯
問
題
の

種
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
朝
鮮
支
配
を
名
目
に
、
軍

事
は
増
大
し
、
（
一
九
〇
〇
年
国

家
予
算
の
三
十
％
が
国
防
費
）
山

梨
軍
縮
（
大
正
十
一
年
）
と
宇
垣

軍
縮
（
大
正
十
四
年
）
の
努
力

や
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
の
海
軍
軍

縮
も
あ
っ
た
が
、
一
方
中
国
の
国

内
の
政
治
的
混
乱
で
、
知
日
の
孫

文
が
ロ
シ
ア
に
接
近
、
蒋
介
石
の

統
一
政
権
が
誕
生
し
北
伐
が
始
ま

る
と
、
陸
軍
は
日
本
人
居
留
者
保

護
の
名
の
下
に
、
山
東
出
兵
、
続

い
て
関
東
軍
に
よ
る
張
作
霖
暗
殺

事
件
へ
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
し

ま
う
。 

 

然
し
、
国
際
協
調
派
の
浜
口
雄

幸
は
、
世
界
の
潮
流
を
戦
争
回
避

の
方
向
と
見
て
、
中
国
で
の
内
政

不
干
渉
、
対
英
米
協
調
外
交
で
、

国
内
は
金
解
禁
、
産
業
合
理
化
で

市
場
拡
大
を
す
べ
し
と
、
対
華
強

硬
派
を
抑
え
て
、
ロ
ン
ド
ン
軍
縮

会
議
に
臨
む
が
、
軍
部
が
統
帥
権

干
犯
を
政
治
問
題
化
す
る
こ
と

で
、
国
家
改
造
と
満
蒙
問
題
を
一

気
に
解
決
し
よ
う
と
国
際
連
盟
か

ら
脱
退
し
て
、
日
本
は
国
際
協
調

路
線
か
ら
離
脱
し
て
孤
立
路
線
を

歩
む
こ
と
に
な
る
。
五
・
一
五
事

件
の
犬
養
毅
首
相
暗
殺
が
そ
の
象

徴
だ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
良
識

派
・
国
際
協
調
派
の
加
藤
友
三
郎

海
相
、
原
敬
、
幣
原
、
高
橋
是
清

な
ど
政
党
政
治
系
政
治
家
が
テ
ロ

で
倒
れ
、
ま
た
政
党
腐
敗
で
国
民

の
信
頼
を
得
ら
れ
な
く
な
り
、
次

第
に
強
硬
派
の
軍
部
が
力
を
得
て

い
く
。  

③
大
東
亜
戦
争
と
は
何
で
あ
っ
た
の

か
―
近
代
史
の
中
の
日
本
近
代
の

あ
り
方
を
問
う  

 

五
月
十
九
日
、
三
回
目
の
講

義
。
出
席
者
十
五
名
。
い
よ
い
よ

核
心
の
ま
と
め
に
入
る
。 

 

第
二
次
世
界
大
戦
は
誰
が
勝
者

で
、
誰
が
敗
者
か
わ
か
ら
な
い
の

が
特
徴
で
世
界
の
地
殻
変
動
を
も

た
ら
し
た
。
大
東
亜
戦
争
は
、
ア

ジ
ア
の
大
変
動
を
も
た
ら
し
た
歴

史
的
事
件
と
記
憶
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
欧
州
で
は
ロ
シ
ア
が
最
大

の
勝
者
で
、
中
国
も
や
っ
と
外
国

人
の
隷
属
に
終
止
符
が
打
て
た
。 

 

日
本
は
開
戦
＝
敗
戦
を
指
導
者

層
も
認
識
し
て
い
た
「
自
爆
戦

争
」
だ
っ
た
が
、
「
自
存
自
衛
」

と
「
東
亜
の
解
放
」
へ
の
戦
い
に

自
ら
突
入
し
た
。
対
中
国
戦
争

は
、
「
空
間
は
捨
て
て
も
時
間
は

買
う
」
と
い
う
本
来
鯨
呑
し
切
れ

な
い
巨
大
な
中
国
に
国
防
重
要
資

源
を
求
め
て
八
十
万
の
大
軍
を

送
っ
た
が
、
ず
る
ず
る
と
戦
線
を

拡
大
し
、
引
く
に
引
け
な
く
な
っ

た
。 

 

石
油
が
な
い
と
知
る
と
南
進

し
、
東
南
ア
ジ
ア
に
向
か
っ
た

が
、
兵
站
を
欠
き
、
広
大
な
地
を

守
り
き
れ
な
か
っ
た
。
結
果
、
日

本
は
敗
北
し
た
が
、
ア
ジ
ア
に
お

け
る
西
洋
帝
国
主
義
の
終
焉
を
早

め
た
こ
と
も
事
実
だ
。
現
地
の
義

勇
軍
、
防
衛
軍
の
育
成
に
資
し
、

白
人
に
は
か
な
わ
な
い
と
い
う
意

識
が
変
わ
り
、
反
植
民
地
・
帝
国

主
義
と
民
族
独
立
運
動
の
少
な
く

と
も
触
媒
と
は
な
っ
た
。
東
南
ア

ジ
ア
へ
の
南
進
は
、
ア
ジ
ア
で
の

大
英
帝
国
支
配
へ
の
挑
戦
で
も

あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
や
中
国
に
関
心

を
強
め
た
ア
メ
リ
カ
が
衰
退
し
た

英
国
の
代
理
戦
争
を
買
っ
て
出
た

と
い
う
構
図
が
、
大
東
亜
戦
争
の

実
態
で
あ
っ
た
。
「
自
存
自
衛
」

と
し
た
た
め
に
、
一
億
総
玉
砕

の
、
幕
引
き
の
出
来
な
い
戦
い
と

な
り
三
年
九
か
月
の
凄
惨
な
戦
い

と
な
っ
た
。
た
だ
、
無
謀
な
自
爆

戦
争
と
だ
け
で
片
づ
け
る
の
は
、

戦
死
し
た
多
く
の
兵
士
，
特
攻
隊

員
、
国
民
の
霊
が
浮
か
ば
れ
な
い

し
、
意
図
し
た
と
し
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
世
界
の
潮
流
を
変
え
た
戦

争
と
捉
え
て
初
め
て
、
戦
後
の
日

本
の
発
展
や
、
ア
ジ
ア
の
興
隆
が

説
明
で
き
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。 

 
  

（
文
責
）
小
野 

博
正 

 

■
第
百
七
十
回 

 

三
月
十
四
日
開

催

、

出

席

者

八

名

。

第

四

十

七

巻
、
第
四
十
八
巻

『
パ
リ
の
記
』  

 

こ
の
間
に
、
使

節
団
は
ゴ
ブ
ラ
ン

織
り
（
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
）
製
造
所
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製

造
所
、
天
文
台
、

裁
判
所
、
牢
獄
、
ク
リ
ス
ト
ッ
フ

ル
金
銀
銅
器
製
造
所
、
唖
院
、
盲

院
、
香
水
製
造
所
な
ど
を
訪
問
見

学
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
の
久
米
邦

武
の
精
緻
を
極
め
た
、
見
学
し
た

工
場
・
工
程
・
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産

物
品
の
意
義
や
歴
史
の
描
写
に
感

心
す
る
。
然
し
、
久
米
の
記
述
の

細
や
か
さ
に
は
及
ば
な
く
も
、
江

戸
幕
府
時
代
か
ら
派
遣
の
新
見
遣

米
使
節
、
竹
内
遣
欧
使
節
、
池
田

遣
欧
使
節
、
徳
川
昭
武
一
行
等

も
、
当
時
の
現
地
の
新
聞
が
感
嘆

す
る
熱
心
さ
で
、
夫
々
が
西
欧
文

明
の
吸
収
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と

を
、
福
沢
諭
吉
『
西
洋
事
情
』
栗

本
鋤
雲
『
暁
窓
追
録
』
を
例
に
考

え
て
み
た
。
そ
し
て
使
節
団
が
パ

リ
に
入
っ
た
頃
に
、
パ
リ
に
居
た

成
島
柳
北
の
『
航
西
日
乗
』
と

『
木
戸
日
記
』
か
ら
、
当
時
の
在

パ
リ
の
日
本
人
留
学
生
と
の
相
互

交
流
の
濃
や
か
さ
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
人
脈
図
を
辿
っ
て
考
え
て
み

た
。
柳
北
と
使
節
団
は
、
天
文

台
・
裁
判
所
・
牢
獄
を
一
緒
に
見

学
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
述
の
微

妙
な
違
い
に
も
注
目
し
て
み
た
。

ま
た
久
米
は
、
普
仏
戦
争
後
の
パ

リ
が
、
予
想
外
に
明
る
く
豊
か
で

溌
剌
と
し
て
い
る
と
、
す
っ
か
り

パ
リ
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
好
感
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
普
仏
戦
争
の
戦

禍
よ
り
、
パ
リ
・
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン

の
内
戦
の
傷
跡
の
方
が
激
し
い
こ

と
を
読
み
取
っ
た
使
節
団
の
、
と

り
わ
け
大
久
保
利
通
は
、
帰
国

後
、
内
治
が
大
切
と
内
務
省
を
強

化
し
て
、
官
僚
シ
ス
テ
ム
を
育
て

る
一
方
で
、
佐
賀
の
乱
や
西
南
戦

争
で
は
、
武
士
の
反
乱
を
徹
底
的

に
叩
い
て
維
新
政
府
転
覆
の
芽
を

除
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
学
者
モ
ー

リ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
博
士
の
言
を
入

れ
て
、
早
急
な
共
和
政
は
反
動
も

多
い
の
で
、
日
本
に
合
っ
た
漸
進

的
西
洋
化
を
選
ん
だ
の
も
、
フ
ラ

ン

ス

革

命
後

、

パ

リ

・

コ

ン

ミ
ュ
ー
ン
ま
で
の
七
十
年
を
帝

政
・
共
和
政
を
ジ
グ
ザ
グ
に
歩
ん

だ
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
に
学
ぶ
こ
と

が
多
か
っ
た
。
パ
リ
は
愉
悦
さ
せ

る
文
明
の
中
枢
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
小
野 

博
正 

吹田尚一氏 （写真：橋本氏） 

実記を読む会報告 

担当幹事 小坂田 國雄 

osakadakunio5256@jcom.home.ne.jp 
Tel&Fax  044-987-1531 
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 ■
第
百
七
十
一
回 

 
四
月
十
一
日
開
催
。 

第
五
十
二
巻
総
説 

 

面
積
・
人
口
、
歴
史
・
政
治
、

地
理
・
気
候
、
産
業
、
貿
易
・
運

輸
等
に
つ
い
て
の
記
述
。
そ
の
な

か
で
「
国
民
多
分
ニ
、
水
平
線
ノ

下
ニ
居
住
ス
ル
ト
謂
モ
可
な
り
」

等
と
表
現
さ
れ
る
低
湿
地
、
天
井

川
、
濃
霧
、
堤
防
、
風
車
、
洪
水

等
の
自
然
環
境
や
、
「
貿
易
ノ
業

ニ
長
セ
ル
コ
ト
、
欧
州
各
国
ニ
テ

第
一
ナ
リ
ト
謂
ヘ
シ
」
と
表
現
さ

れ
る
海
外
発
展
の
歴
史
、
独
特
な

国
民
性
な
ど
が
親
し
み
を
込
め
て

述
べ
ら
れ
る
。 

第
五
十
三
卷
ハ
ー
グ
、
ロ
ッ
テ
ル

ダ
ム
、
ラ
イ
デ
ン 

 

二
月
二
十
四
日
ベ
ル
ギ
ー
か
ら

オ
ラ
ン
ダ
に
入
る
と
、
沼
沢
、
風

車
な
ど
景
観
が
一
変
す
る
。
市
街

の
叙
述
に
も
「
我
本
所
深
川
ニ
彷

彿
タ
リ
」
と
あ
る
。
一
日
目
は
静

か
で
清
潔
な
首
都
ハ
ー
グ
に
あ
る

王
宮
で
ウ
イ
リ
ア
ム
三
世
の
謁
見

が
あ
る
。
次
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
で

は
「
大
廈
壮
屋
少
シ
、
河
道
交
錯

シ
、
漕
舟
ヲ
以
テ
重
車
ニ
代
ユ

ル
」
と
あ
り
、
日
・
蘭
の
河
川
の

対
比
が
描
か
れ
る
。
造
船
所
や
鋳

物
工
場
を
見
学
し
、
隆
盛
の
基
と

な
る
オ
ラ
ン
ダ
人
の
勤
勉
さ
を
讃

え
る
。3

日
目 

は
嘗
て
の
オ
ラ
ン

ダ
の
栄
光
が
展
示
さ
れ
て
い
る
海

軍
省
を
訪
問
し
。
ハ
ー
グ
に
戻

り
、
森
と
王
宮
を
見
学
。
次
い
で

ポ
ン
ペ
の
案
内
で
赴
い
た
ラ
イ
デ

ン
は 

、
「
真
ニ
講
文
ノ
郷
ニ
ヨ

ロ
シ
」
と
あ
る
清
潔
で
静
か
な
市

街
。
大
學
付
属
博
物
館
や
考
古
学

博
物
館
等
見
学
し
、
シ
ー
ボ
ル
ト

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
も
触
れ

る
。
こ
こ
で
「
白
ハ
武
國
ナ
リ
、

蘭
ハ
文
國
ナ
リ
」
と
表
現
す
る
白

蘭
（
ベ
ル
ギ
ー
人
・
オ
ラ
ン
ダ

人
）
の
比
較
論
、
次
い
で
宗
教
論

が
展
開
さ
れ
る
。 

第
五
十
四
巻
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム 

「
当
国
第
一
ノ
都
邑
」
「
府
中
ニ

ハ
、
～
深
川
霊
岸
島
ノ
光
景
ヲ
緬

像
ス
ル
ナ
リ
」
と
表
現
さ
れ
る
盛

ん
な
港
町
。
複
雑
な
水
路
と
開
閉

橋
、
煉
瓦
の
家
、
石
畳
の
街
路
、

運
河
沿
い
の
縦
長
家
屋
と
、
そ
の

造
り
方
の
記
述
。
五
泊
し
、
離
宮

美
術
館
・
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス
・

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
研
磨
場
・
銀
器
製

造
場
を
見
学
。
一
行
は
掘
削
中
の

北
海
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
結
ぶ

大
運
河
に
感
銘
を
深
く
す
る
。
最

終
日
は
動
物
園
。
三
月
七
日
、
プ

ロ
シ
ャ
へ
向
か
う
。 

 

以
上
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
日
蘭
の

長
い
交
流
の
故
か
、
小
国
の
割
に

十
二
日
間
と
い
う
比
較
的
長
い
滞

在
で
、
ほ
ぼ
連
日
招
宴
が
催
さ
れ

る
な
ど
、
く
つ
ろ
い
だ
空
気
が
感

じ
ら
れ
る
。 

 
 
 
 

（
文
責
）
小
林 

富
士
雄  

■
第
百
七
十
二
回 

 

五
月
九
日
開
催
、
出
席
者
十

名
。
第
四
十
九
巻
ベ
ル
ギ
ー
国
総

説
、
第
五
十
・
五
十
一
巻
ベ
ル

ギ
ー
国
の
記
（
上
・
下
）
。 

 

パ
リ
か
ら
鉄
道
で
や
っ
て
来
た

使
節
団
が
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
入
っ
た

の
は
二
月
十
七
日
。
翌
日
、
レ
オ

ポ
ル
ド
二
世
に
謁
見
す
る
。
レ
オ

ポ
ル
ド
一
世
の
時
、
オ
ラ
ン
ダ
か

ら
独
立
し
た
の
が
四
十
年
前
の
こ

と
。
つ
ま
り
新
し
い
国
家
だ
が
千

年
の
歴
史
を
持
つ
都
市
だ
け
に
古

い
石
造
り
の
壮
麗
な
都
市
、
「
小

さ
な
パ
リ
」
と
い
わ
れ
る
。 

 

使
節
団
の
ブ
ラ
ッ
セ
ル
、
そ
し
て

ベ
ル
ギ
ー
滞
在
は
六
日
間
だ
け
。

こ
の
間
、
官
公
庁
の
視
察
を
は
じ

め
鉄
工
場
そ
の
他
手
分
け
を
し
な

が
ら
見
学
。
す
べ
て
が
大
工
場

だ
。
「
人
民
ノ
知
識
ハ
駸
々
ト
シ

テ
開
明
に
赴
キ
四
肢
ノ
労
ヲ
頼
マ

ス
シ
テ
物
力
ラ
借
ル
ノ
術
ヲ
求

メ
」
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
機
械

化
に
改
め
て
注
目
さ
せ
ら
れ
た

が
、
そ
こ
で
視
た
の
は
英
・
仏
で

目
撃
し
た
設
備
・
装
置
の
壮
大
な

縮
刷
版<

欧
州
の
合
理
性>

と
い
え

た
。 

  

後
年
、
米
・
英
の
主
導
を
嫌
っ

た
フ
ラ
ン
ス
がN

A
T
O

を
脱
退
し
た

あ
と
、
そ
の
本
部
は
パ
リ
か
ら
ブ

ラ
ッ
セ
ル
に
移
転
さ
れ
た
。
『
実

記
』
が
し
き
り
に
言
う
大
国
に
挟

ま
れ
た
小
国
の
論
理
を
、
ベ
ネ

ル
ッ
ク
ス
と
い
う
結
束
の
道
に
見

出
し
、
大
国
に
伍
し
て
現
在
の
繁

栄
を
保
っ
て
い
る
。
「
筑
紫
の

国
」
九
州
の
サ
イ
ズ
に
過
ぎ
な
い

ベ
ル
ギ
ー
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
と
国
境
を
接
し
ド
ー
バ
ー
海
峡

を
隔
て
て
イ
ギ
リ
ス
と
も
向
か
い

あ
う
。
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
心
臓
」

と
も
呼
ば
れ
る
の
は
、
た
く
ま
し

く
鼓
動
す
る
「
小
国
」
へ
の
尊
稱

で
あ
り
、
ベ
ル
ギ
ー
が
果
た
し
つ

つ
あ
る
国
際
的
な
役
割
を
も
象
徴

し
て
い
る
。 

 

そ
う
し
た
ベ
ル
ギ
ー
の
未
来
を

何
と
な
く
見
透
し
て
い
る
よ
う
な

久
米
『
実
記
』
の
筆
使
い
慧
眼
な

観
察
力
を
み
る
。
こ
の
時
点
で
使

節
団
の
目
的
の
七
／
八
割
は
達
成

さ
れ
た
か
と
思
え
る
。 

 

さ
て
『
実
記
』
中
の
ご
愛
嬌
二

点
。
一
行
は
近
郊
の
戦
跡
ワ
ー
テ

ル
ロ
ー
を
視
察
、
久
米
の
興
趣
に

ま
か
せ
た
講
談
調
「
英
・
仏
、

関
ヶ
原
の
戦
況
」
の
詳
し
い
祖
述

が
あ
る
。
ま
た
、
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

美
術
館
で
巨
匠
ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵

を
模
写
し
て
い
る
画
家
（
彼
は
両

手
を
欠
き
足
で
描
く
）
の
作
品
一

幅
を
購
入
、
な
ん
と
ベ
ル
ギ
ー
宮

内
省
に
贈
呈
し
て
い
る
。 

 

ベ
ル
ギ
ー
は
面
白
い
国
だ
。
独

立
し
た
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
人
が
生
ま

れ
た
が
、
「
ベ
ル
ギ
ー
語
」
と
い

う
も
の
は
無
い
。
こ
の
複
雑
さ
、

変
幻
自
在
さ
は
、
何
だ
ろ
う
。 

 
そ
う
い
え
ば
、
ア
ガ
サ
・
ク
リ

ス
テ
ィ
の
名
探
偵
ポ
ワ
ロ
、
そ
し

て
メ
グ
レ
警
部
を
活
躍
さ
せ
る

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
シ
メ
ノ
ン
そ
の
い

づ
れ
も
ベ
ル
ギ
ー
人
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
桑
名 

正
行 

 

■
第
百
十
一
回 

 

三
月
二
十
七
日

開
催
。Ch.90 

 
A 

General 
Survey 

of 
European 

Geography 
and 

Transportation 

 

第
九
十
章
に
お

い
て
、
久
米
は
欧

州
の
地
勢
の
概
略

に
触
れ
て
か
ら
、

自
然
の
富
に
人
知

を
加
え
て
産
業
を
興
し
、
そ
の
製

品
の
貿
易
を
陸
運
と
水
運
を
利
用

し
て
拡
大
し
、
結
果
と
し
て
国
を

豊
か
に
す
る
欧
州
諸
国
を
富
国
の

手
本
と
評
価
す
る
。
と
り
わ
け
、

交
易
に
不
可
欠
な
陸
路
お
よ
び
水

路
に
よ
る
輸
送
の
重
要
性
を
唱
え

る
。1

9

世
紀
初
頭
に
英
国
か
ら
始

ま
っ
た
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
鉄
道

事
業
は
、
十
九
世
紀
半
ば
に
は
欧

州
主
要
国
お
い
て
急
速
に
発
展
し

て
い
く
が
、
久
米
の
記
述
か
ら
一

八
七
三
年
当
時
、
水
路
に
よ
る
内

陸
輸
送
も
い
ま
だ
そ
の
重
要
性
を

失
っ
て
は
い
な
か
っ
た
様
子
が
う

か
が
え
る
。
今
日
で
は
観
光
名
所

と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ミ

デ
ィ
運
河
も
、
当
時
は
大
西
洋
と

欧
州
の
主
要
貿
易
港
の
ひ
と
つ
、

マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
あ
る
地
中
海
を

結
ぶ
内
陸
輸
送
の
担
い
手
だ
っ

英訳実記を読む会報告 

担当幹事 岩崎洋三 

iwasakiyz1116@gmail.com  
Tel &Fax  03-3488-0532   

ロッテルダム市街（『実記』） 
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 た
。 

 
こ
こ
で
や
や
脇
道
に
逸
れ
、
ミ

デ
ィ
運
河
建
設
と
ル
イ
十
四
世
治

世
下
に
お
い
て
重
商
主
義
に
基
づ

き
絶
対
王
政
の
完
成
を
目
指
し
た

コ
ル
ベ
ー
ル
が
行
っ
た
一
連
の
制

度
改
革
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
私

見
を
ま
と
め
た
拙
文
を
配
布
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。 

 

な
お
、
コ
ル
ベ
ー
ル
の
制
度
改

革
に
含
ま
れ
る
一
六
七
三
年
の
商

事
令
（
陸
上
商
法
典
）
な
ら
び
に

一
六
八
一
年
の
海
事
令
（
海
上
商

法
典
）
に
関
し
て
は
、
第
九
十
四

章
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
洲
商
業
総
論
」

の
中
で
、
欧
州
の
商
法
典
は
ル
イ

十
四
世
の
商
法
典
を
も
っ
て
嚆
矢

と
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
樫
原 

知
子 

■
第
百
十
二
回 

 

四
月
十
八
日
、
七
名
出
席
。

C
h
.
9
1 

A
 
G
e
n
er
a
l
 
S
u
r
vey

 
o
f 

t
h
e
 
C
l
i
ma
t
e 

a
nd
 
Ag
r
i
cu
lt
u
r
e 

o
f
 
E
ur
o
p
e 

を
読
む
。
欧
州
の
気

候
が
赤
道
か
ら
の
距
離
、
緯
度
等

の
関
係
の
ほ
か
、
海
流
、
ア
ル
プ

ス
山
地
な
ど
国
と
地
域
に
よ
っ
て

特
色
づ
け
ら
れ
る
と
説
明
し
た

後
、
各
国
の
農
業
生
産
力
を
数
字

を
あ
げ
て
比
較
。
欧
州
で
は
農
業

の
主
要
産
品
、
穀
物
で
は
小
麦
の

生
産
が
盛
ん
だ
が
、
日
本
や
中
国

で
は
麦
類
を
「
燕
麦
」
と
表
現
す

る
よ
う
に
、
い
わ
ば
鳥
の
食
べ
物

と
見
な
し
等
閑
視
さ
れ
て
き
た

（
英
訳
も
注
釈
に
中
国
の
古
典
、

資
治
通
鑑
等
を
引
用
）
と
し
、
久

米
は
麦
類
を
食
用
と
し
て
改
め
て

見
直
す
必
要
が
あ
る
と
力
説
す

る
。
農
業
に
関
連
し
て
種
々
の
植

物
、
樹
木
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
英

訳
者
の
苦
労
が
察
せ
ら
れ
る
。
農

業
振
興
の
た
め
英
国
で
は
十
九
世

紀
半
ば
王
立
農
業
協
会
が
お
か
れ

た
が
、
仏
国
で
は
英
に
先
ん
じ
十

八
世
紀
に
農
業
改
革
運
動
の
先
導

者
が
現
わ
れ
、
農
獣
医
専
門
学
校

設
立
、
全
国
に
農
業
教
育
普
及
、

農
業
長
官
職
を
お
く
な
ど
積
極
的

に
農
業
振
興
を
図
っ
て
き
た
こ
と

を
教
え
ら
れ
る
。 

 

な
お
、
現
在
の
食
料
自
給
率

（
二
〇
一
〇
年
度
）
は
英
、
独
、

仏
が
九
二
～
一
七
二
％
に
対
し
、

日
本 

は
七
〇
％
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

は
四
〇
％
）
。
日
本
の
農
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。 

 
 
 
 
 

（
文
責
）
大
森 

東
亜 

■
第
百
十
三
回 

 

五
月
二
十
三
日
開
催
。
（C

h
.
92 

A
 
G
e
ne
r
a
l 

S
u
rv
e
y
 
o
f
 
Eu
ro
p
e-

a
n
 
I
n
du
s
t
ry

） 

 

久
米
は
「
第
九
十
二
巻 

欧
羅

巴
洲
工
業
総
論
」
に
お
い
て
、
産

業
革
命
が
そ
れ
ぞ
れ
の
欧
州
先
進

国
の
社
会
や
経
済
に
い
か
な
る
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
か
を
総
括
し

て
い
る
。
特
に
、
鉱
物
資
源
の
活

用
、
そ
の
中
で
も
石
炭
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
、
輸
送
を
始
め
様
々
な
製

造
業
の
機
械
化
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
よ
っ
て
生
産
性
が
飛
躍
的
向
上

し
、
そ
れ
が
人
間
社
会
や
価
値
観

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

を
客
観
的
に
観
察
し
て
い
る
。 

 

こ
う
し
て
産
業
が
高
度
に
発
達

し
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
人
々
は
経

済
活
動
に
お
い
て
、
必
然
的
に
経

営
者
側
と
労
働
者
階
級
に
分
断
さ

れ
、
双
方
が
富
の
配
分
に
つ
い
て

公
然
と
争
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
、
久
米
は
驚
き
と
警

戒
心
を
も
っ
て
記
述
し
て
い
る
。 

 

両
者
間
の
社
会
的
軋
轢
を
緩
和

す
る
た
め
、
経
営
側
は
家
父
長
的

精
神
を
も
っ
て
労
働
条
件
向
上
や

生
活
保
護
の
為
の
施
策
を
打
ち
出

す
。
ま
た
、
富
の
源
泉
で
あ
る
発

明
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
法
的
に

保
護
（
＝
特
許
制
度
）
し
な
が

ら
、
他
方
で
は
裁
判
手
続
き
を

も
っ
て
、
労
使
間
の
問
題
を
法
的

に
、
円
満
か
つ
公
正
に
、
解
決
し

よ
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
、
久
米
は
注
意
深
く
考

察
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
考
察
が
明
治
新
政
府

に
よ
っ
て
真
剣
に
取
り
上
げ
ら

れ
、
日
本
が
着
実
に
法
治
国
家
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
繫

が
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

 
 
 
 
 
 

（
文
責
）
井
上 

泰   

■
第
六
十
五
回 

 

三
月

九

日

開

催

、

出

席

者

八

名
。
第
二
編
（
英

吉
利
国
の
部
）
の

第
三
十
二
巻
ハ
イ

ラ
ン
ド 

山
水
の

記 

。 

 

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
は
英
国
の
単
な

る
北
部
地
方
を
い

う
の
で
は
な
く
、

長
年
ず
っ
と
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
と
対
抗
し
、
争
い
続
け

た
独
立
国
と
し
て
の
歴
史
を
持

つ
。
今
日
で
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
独
立
国
と
し
て
の
地
位
を
再
び

回
復
し
よ
う
と
す
る
運
動
さ
え
あ

る
。 

 

近
代
日
本
に
と
っ
て
、
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
は
既
に
英
国
の
一
部
を

な
し
て
い
た
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と

同
様
、
あ
る
い
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

以
上
に
重
要
で
あ
り
、
影
響
を
受

け
た
。
明
治
の
お
雇
い
外
人
や
貿

易
商
の
英
国
人
は
実
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
で
あ
っ
た
人
も
少
な
く

な
い
。 

 

明
治
維
新
を
も
た
ら
し
た
倒
幕

勢
力
を
支
え
たT

・B

・
グ
ラ
バ
ー

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
西
端
の
ア

バ
デ
イ
ー
ン
の
出
身
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
明
治
日
本
の
近
代
技
術
教

育
の
発
展
に
お
い
て
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
技
術
者
や
教
育
者
が
果

た
し
た
役
割
が
い
か
に
大
き
か
っ

た
か
に
つ
い
て
、
わ
が
国
で
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。 

■
第
六
十
六
回 

 

四
月
二
十
七
日
開
催
、
出
席
者

七
名
。
第
二
編
（
英
吉
利
国
の

部
）
の
第
三
十
二
巻
ハ
イ
ラ
ン
ド 

山
水
の
記 

。 

 

『
実
記
』
は
「
高
地(

ﾊ
ｲ
ﾗ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
)

ノ
地
方
ニ
ハ
主
に
「
セ
ル
チ
ッ

ク
」
（
ケ
ル
ト
系
）
人
種
住
シ
、

ス
コ
ッ
ト
語
（
ゲ
ー
ル
語
）
ヲ
ナ

ス
、･････

人
種
ハ
蘇
部
（ｽｺ

ｯﾄﾗﾝ

ﾄ
ﾞ

）
ニ
三
百
余
万
人
ア
リ
、
風
俗

ミ
ナ
襆
魯
（
素
朴
）
ニ
シ
テ･

･
･
･

云
々
」
と
、
先
住
民
の
ケ
ル
ト
系

の
民
族
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。  

 

『
実
記
』
輪
読
の
後
、
イ
ラ
ン

駐
在
中
に
イ
ラ
ン
革
命
が
起
き
る

と
い
う
政
変
に
遭
っ
た
会
員
の
木

全
氏
に
、
イ
ラ
ン
の
話
を
し
て
頂

い
た
。
中
東
の
石
油
へ
の
依
存
度

が
高
い
日
本
に
と
っ
て
鍵
を
握
る 

イ
ラ
ン
だ
が
、
イ
ス
ラ
ム
国
家
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
我
々
に
あ

ま
り
知
識
が
な
く
、
非
常
に
面
白

く
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
。
日

本
企
業
の
イ
ラ
ン
と
の
関
わ
り
な

ど
も
興
味
深
く
聞
い
た
。 

 

紀
元
前
十
二
世
紀
か
ら
始
ま

り
、
キ
ュ
ロ
ス
大
王
に
よ
っ
て
オ

リ
エ
ン
ト
を
統
一
し
た
ア
ケ
メ
ネ

ス
朝
ペ
ル
シ
ャ
、
さ
ら
に
ロ
ー
マ

帝
国
に
対
し
て
も
優
位
を
保
っ
た

サ
サ
ー
ン
朝
ペ
ル
シ
ャ
の
歴
史
な

ど
は
、
イ
ス
ラ
ム
・
イ
ラ
ン
革
命

な
ど
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
も
の

の
、
今
日
で
も
イ
ラ
ン
人
の
心
に

誇
り
高
く
生
き
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。 

（
文
責
）
難
波 

康
煕   

関西支部報告 

担当幹事 難波 康煕 

namba@jttk.zaq.ne.jp 

スコットランド・インバースナ

イト滝（『実記』） 
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編
集
後
記 

◇
設
立
十
五
周
年
の
昨
年
度
は

記
念
小
論
集
の
発
刊
に
全
力
を

注
ぎ
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
四
月
に
平
成
二
十
五
年
度

の
総
会
が
開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
の
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
す
る
と
、
暫
く
お
休
み
し
て
い

た
活
動
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
五

月
に
は
、
松
代
、
佐
久
、
小
諸
を

巡
る
久
々
の
歴
史
ツ
ア
ー
（
三
・

四
頁
）
が
行
わ
れ
、
八
月
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会
が

再
開
し
ま
す
。 

◇
部
会
活
動
も
活
発
で
、
当
号
の

半
分
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
当

会
の
機
軸
で
あ
る
、
実
記
を
読
む

会
は
第
百
七
十
二
回
、
英
訳
実
記

を
読
む
会
も
第
百
十
三
回
と
着

実
に
回
を
重
ね
て
い
ま
す
。
部
会

報
告
の
六
頁
、
七
頁
に
は
報
告
回

（
章
）
に
合
わ
せ
た
銅
板
画
を
掲

載
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、

英
訳
実
記
を
読
む
会
は
、
十
二
カ

国
の
回
覧
を
終
え
て
、
銅
版
画
の

な
い
「
総
論
」
の
章
に
至
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
七
頁
の
銅
版
画
は

関
西
支
部
の
輪
読
章
の
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
と
し
ま
し
た
。
英
訳
実

記
を
読
む
会
は
、
帰
国
（
完
読
）

ま
で
残
り
十
回
を
き
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

◇
長
ら
く
事
務
局
を
担
当
し
て

い
た
小
松
さ
ん
に
替
わ
っ
て
、
古

俣
美
樹
さ
ん
に
事
務
局
長
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

（
Ｎ
） 

＜催し案内＞ 

2013年7月～10月の予定です 

☆７月全体例会 

  日 時：平成25年 7月25日（木）13:30～17：00 

  第１部 例会  13：30～14：15 

  第２部 講演会 14：30～10：00 

 テーマ：国政選挙の理想と現実 

 講 師：保阪正康氏   

 場 所：国際文化会館   

 会 費：2,000円(同伴ゲスト1,000円） 

 懇親会：楓林（会費5,000円）17:15～19：00    

☆実記を読む会 

  日 時： 7月4・5日（木・金）  担当：橋本氏 

     「納涼と映画鑑賞の会」（奥多摩園） 

     9月12日（木）14:00～ 担当：井上氏 

     10月10日（木）14:00～ 担当：高橋氏 

  場 所：国際文化会館４０１号室 

 会 費：1,000円 

☆英訳実記を読む会 

  日 時： 7月17日（水）14:00～  担当：斎藤氏 

       9月18日（水）14:00～  

     10月17日（木）14:00～ 

  場 所：銀座ルノアール・マイスペースニュー新宿3丁目店  

☆歴史部会 

  日 時： 7月19日（金）18:00～21：00 

 テーマ：「福沢諭吉 そのアキレス腱」（泉三郎氏） 

 日 時： 9月17日（火）18:00～21:00 

 テーマ：「福地源一郎－セカンドベストの探求者」  

     （五百旗頭薫氏、東京大学准教授） 

  場 所：国際文化会館４０４号室 

 会 費：1,000円  

☆グローバルジャパン研究会 

  日 程： 8月24日（土）13：30～17：00 

 テーマ：世界に通用する新しい日本像を求めて 

 場 所：国際文化会館Ｄルーム  

☆関西支部例会 

 日 時： 8月24日（土） 12:30集合～16:30 

     昼食懇談会を持ち、13時より会合。 

 場 所：大阪弥生会館  

ホームページ 

メッセージ・活動と内容・岩倉使節

団・米欧回覧実記・会員のページ 等 

また、書籍・ＤＶＤ案内もあります 

http//www.iwakura-mission.jp 

＊お知らせ欄も時々チェックしてください 

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その記

録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く人々

の集まりです。 

この歴史的な大いなる旅と「実記」は、まさに

「温故知新」の宝庫といえましょう。 

この素材を媒体に歴史を学び、現代の直面

する諸問題についても自由に語り合う会で

す。 

会 員    趣旨に賛同する人なら誰でも入会できます。 

例 会   年に４回、全体例会があります。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史部会、グローバル

ジャパン研究会等があり、映像サロン・旅行

会・研究会・シンポジウムなどを行っていま

す。 

機関紙   年に４回、機関紙を発行し活動報告や会員の

意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、

会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費6,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、仮入会希望者、学生には地方

会員、準会員、学生会員の制度もあります。 

事務局   「米欧亜回覧の会」 

       〒135-0021 
       東京都江東区白河 4-9-14-1407 

 E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 
 TEL:090-4723-9705 FAX:03-3641-9407 

入会申込 

 入会申込書はホームページと事務局にあります。新規
入会に際しては入会金5，000円を頂きます。 

 なお年会費などのお支払いは下記のゆうちょ銀行口
座への払込（振込）をご利用ください。  

 00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 



米欧亜回覧ニュース（別刷） 2013年（平成25年）6月30日 （1） 

１．事業実施の方針 平成25年度の事業の中心を、講演会/研究会、部会活動、会報（ニュース）発行の３本柱とする。  

２．事業実施に関する事項は上記のとおり。 

注）部会とは以下の６部会のことをいう。 

  実記を読む会、英訳実記を読む会、歴史部会、グローバルジャパン研究会、関西支部、広報・メディア委員会  

米欧亜回覧の会 平成２４年度（2012年度）活動報告    （平成24年4月～平成25年3月） 

米欧亜回覧の会 平成２５年度（2013年度）事業計画書 



米欧亜回覧ニュース（別刷） 2013年（平成25年）6月30日 （2） 

平成２４年度（2012年度） 会計収支計算書 

平成２５年度（2013年度） 会計収支予算書  

平成25年度 

特定非営利活動にかかる事業 

会計収支予算書 

 

 

平成25年4月1日から 

平成26年3月31日まで 

 

特定非営利活動法人 

 米欧亜回覧の会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：円) 

平成24年度 

特定非営利活動にかかる事業 

会計収支計算書 

 

 

平成24年4月1日から 

平成25年3月31日まで 

 

特定非営利活動法人 

 米欧亜回覧の会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


